























































α (W) - W2Re [‡ 拍 )+ {2 (W ) ] (1)
と書ける.ここに,カ_ツコの中身は,揺動散逸定理により,ス トレス ･テンソル1IXXに対する


















ここに, psは EI1≦A/S<p<A (Eは相関距離, Aは短波長のcutl0ff)の波数pをもつ
モー ドをくりこんだ ｢パラメタ空間｣であり,言 …max(α,o)0
(4)式において 9 -(wTo)-1/Z(Toはラムダ点から離れた点でのcharacteristictime)と置
くことが許され,(2)式とともに用いると, αス(a,)に対 し次の関係が成 り立っ :
′ヽ.′
･l("∝w l -莞 lm xH(0,Ti1;p(wT.)-1/I) (5)
この表式に基づいて, transientの効果即ち〟から生じるW依存性にっいて調べることがで
きる｡One-Loopの計算の範囲で判ったことは, I(i)k関するtransientの効果は一種の普遍′■-1
的関係にある｡即ち, αl(a)/wI一意 および [T(i)/fzTlは, いずれもFfデルの動的パ ラ
メタI,Sに比例する(ただし,前者では ∫ -(w To)-1/Z 後者では ∫-EAと置く). 実験的に
もこのことはよく成 り立っているように見える｡
(i)Fモデルの ｢パラメタ空間｣ /パこ対する ｢くりこみ群｣の方程式 (Halperin-Hohenberg-




九大 ･理 志波 康博 ･川崎 恭治
臨界点近傍のゆらぎのダイナミクスを探るのに,超音波伝播の分散 ･吸収は基本的な手段の
1つである｡川崎は,臨界点付近にある1成分古典流体中の超音波伝播の振舞いを説明するた
めに,音波モー ドが2つの熱流モー ドを放出 した り吸収 したりする過程からのエネルギー散逸
を考えた1.)しかし最近になって,この川崎によるモー ド結合理論 と実験とのくいちがいが,潔
刻なものであることが認識されてきた㌘すなわち,高周波音波伝播 (あるいは,臨界点に極め
て近いところでの超音波伝播 )の挙動は,理論の予言するそれと,定性的に臭ったものとなっ
ているのである｡
我々は,この困難は,従来の川崎理論で考慮されていない,音波モー ドが4つの熱流モー ド
に崩壊する過程をとり入れることで除かれることを指摘 した3.)
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